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 (百万円未満切捨て) 

１．平成28年10月期の連結業績（平成27年11月１日～平成28年10月31日） 
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年10月期 44,856 9.1 3,981 △19.3 4,564 △19.8 3,292 △21.5 
27年10月期 41,131 12.0 4,933 43.3 5,689 39.0 4,194 70.4  

(注) 包括利益 28年10月期 2,503 百万円( △59.1 ％)  27年10月期 6,127 百万円( 52.4 ％) 
  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

28年10月期 71.71 ― 7.1 7.0 8.9 
27年10月期 91.38 ― 9.8 9.4 12.0  

(参考) 持分法投資損益 28年10月期 478 百万円  27年10月期 529 百万円 
    

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年10月期 67,223 51,352 70.2 1,027.84 
27年10月期 64,051 49,466 71.1 992.63  

（参考) 自己資本 28年10月期 47,196 百万円  27年10月期 45,563 百万円 
    

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

28年10月期 2,690 △550 △1,538 10,819 
27年10月期 3,620 △2,324 172 10,220 

  

 
  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

配当金総額 
(合計) 

配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

27年10月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00 553 13.1 1.3 
28年10月期 ― 6.00 ― 7.00 13.00 599 18.1 1.3 
29年10月期  
(予想) 

― ― ― ― ―  ―  
 
(注) 当社は、平成29年5月1日（予定）でクミアイ化学工業株式会社との合併を予定しております。 
 このため、次期の配当予想は非開示とさせて頂きます。 
    

３．平成29年10月期の連結業績予想（平成28年11月１日～平成29年10月31日）  
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期(累計) － － － － － － － － － 
通 期 － － － － － － － － －  

(注) 当社は、平成29年5月1日（予定）でクミアイ化学工業株式会社との合併を予定しております。 
 このため、次期の連結業績予想は非開示とさせて頂きます。   

http://www.iharachem.co.jp/


※ 注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 
 

  新規 ―  社 (社名)  、 除外 ― 社 (社名)  
  

 
  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
  

(注) 詳細は、添付資料P.15「４．連結財務諸表 (6)会計方針の変更」をご覧ください。 
  

（３）発行済株式数（普通株式） 

 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年10月期 51,849,917 株 27年10月期 51,849,917 株 

② 期末自己株式数 28年10月期 5,932,101 株 27年10月期 5,947,940 株 

③ 期中平均株式数 28年10月期 45,910,166 株 27年10月期 45,896,842 株 
  

(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、従業員持株会信託型ESOPの保有する当社株式
数が含まれております。 

  

 
(参考) 個別業績の概要 
平成28年10月期の個別業績（平成27年11月１日～平成28年10月31日） 

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)  
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年10月期 33,422 12.9 3,045 △17.3 3,342 △17.9 2,678 △19.2 
27年10月期 29,593 15.4 3,682 57.6 4,071 53.9 3,316 96.2 

  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

 円 銭 円 銭 

28年10月期 58.21 ― 
27年10月期 72.08 ― 

  

 
  

（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 % 円 銭 

28年10月期 50,542 39,202 77.6 851.78 
27年10月期 46,400 37,795 81.5 821.48  

(参考) 自己資本 28年10月期 39,202 百万円  27年10月期 37,795 百万円 
    

 
  

※ 監査手続の実施状況に関する表示  
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的で 
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については2ページ「1.経営成績 
（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績 

（1）経営成績に関する分析 

 

  ①当期の経営成績 

当社グループは、農薬原体（農薬の有効成分）の製造・販売を主とする農薬事業、有機中間体、ア

ミン硬化剤等の製造・販売を主とする化成品事業を行い、日頃より高品質な製品の安定的な供給に

取り組んでおります。 

当社グループの当連結会計年度の業績は以下のとおりであります。 

  

・売上高は４４８億５千６百万円（前年比３７億２千４百万円増／９.１%増） 

・営業利益は３９億８千１百万円（同９億５千１百万円減／１９.３%減） 

・経常利益は４５億６千４百万円（同１１億２千５百万円減／１９.８%減） 

・親会社株主に帰属する当期純利益は３２億９千２百万円（同９億１百万円減／２１.５%減） 

 

なお、当期における海外向け売上高の割合は、７１．９％です。 

セグメントごとの売上高及び営業利益（以下、セグメント利益という）は以下のとおりであります。 

 

②当期のセグメント別の状況 

(ⅰ)農薬事業 

 

 

 

 

 

 

〔概況〕 

除草剤、殺菌剤などを主品目とした農薬事業につきましては、海外市場においては新興国を中心と

した世界人口増加の影響により効率的な農業生産が求められる中、農薬需要は増加することが見込ま

れております。一方、国内市場においては、政府による農業改革が推し進められており、農薬を含め

た農業資材コストの引き下げが議論されるなど、今後の事業戦略に対する影響が懸念されます。その

ような環境の下、当社グループは国内市場に対しては需要に適切に対応する供給に努める一方、海外

市場に対してはアジア・北米市場の需要増に応えることができる調達体制の構築及び供給の最適化に

努めてまいりました。特に、クミアイ化学工業株式会社との共同事業における、当社の役割である農

薬原体供給に関しては、中国における関連会社を軸とした原料・中間体の調達網構築など、海外企業

と協力したグローバル調達体制を築いてまいりました。 

〔業績〕 

売上面では、海外向けの畑作用除草剤原体が当初目標には届かなかったものの前年と比べ米国を中

心とした需要の増加があり、また、殺菌剤が伸長した結果、増収となりました。損益面では、上述の

除草剤出荷数量増や原材料等の調達価格及び製造コスト低減に伴う利益増は得られたものの、海外向

け綿花用除草剤原体の販売数量減や、海外向け水稲用除草剤の販売価格の低下があり、加えて販管費

における試験研究費、宣伝広告費等の増加や、円高への為替変動の影響を受け、減益となりました。 

 

  

 平成27年10月期 平成28年10月期 増減金額 増減比率 

 （百万円） （百万円） （百万円） （％） 

売上高 26,887 31,474 ＋4,586 ＋17.1 

セグメント利益 4,857 4,077 △780 △16.1 
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（ⅱ）化成品事業 

 

 

 

 

〔概況〕 

トルエン系化学品、精密化学品、産業薬品を主品目とした化成品事業につきましては、競合他

社の台頭により競争は一層激しさを増す状況の中、当社グループは既存顧客への安定的な製品供給

に努めることに加え、付加価値の高い新規製品の開発にも意欲的に取り組んでまいりました。その

取り組みの一環として、顧客への更なる低価格で安定的な供給を実現するため、当社連結子会社の

イハラニッケイ化学工業株式会社との共同事業として、タイ王国での新工場建設を決定いたしまし

た。現在、稼働に向けた整備を進めております。 

〔業績〕 

売上面では、医薬中間体等の売上の減少やトルエン系化学品における競合他社との競争激化

に伴う販売価格の低下などが業績に影響し減収となりました。損益面では、上述の影響があっ

たものの、円高基調が海外委託製造品等の輸入価格を引き下げ、原価の低減につながり、微増

益となりました。 

 

③次期の見通し 

当社とクミアイ化学工業株式会社は、平成 29 年 5月 1 日（予定）を効力発生日として両社が対等の

精神に基づいて合併すること（以下、「本合併」といいます。）について合意し、両社の定時株主総会

において承認されることを前提とした合併契約書を平成 28 年 12 月 16 日付で締結いたしました。 

合併をともなう次期の業績予想は非開示としております。当社は、本合併に向けて整備を着実に進

めてまいります。 

  

（2）財政状態に関する分析 

  ①当期の資産、負債および純資産の状況に関する分析 

（資産） 

流動資産の残高は、商品及び製品の増加等を主因として、384億 93百万円（前連結会計年度末

は346億8千万円）となりました。 

固定資産の残高は、有形固定資産の増加はありましたが、投資有価証券の減少等により、287

億3千万円（同293億 7千万円）となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて31億7千2百万円増の672億 2千3百万円と

なりました。 

 

（負債） 

流動負債の残高は、前受金の増加等により、117 億 2 千 5 百万円（前連結会計年度末は 97 億 2

千5百万円）となりました。 

固定負債の残高は、繰延税金負債等の減少により、41億 4千 5百万円（同48億 5千 9百万円）

となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて12億8千7百万円増の158億 7千1百万円

となりました。 

 平成27年10月期 平成28年10月期 増減金額 増減比率 

 （百万円） （百万円） （百万円） （％） 

売上高 12,790 11,915 △875 △6.8 

セグメント利益 837 853 ＋16 ＋1.9 
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（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金の増加を主因として、前連結会計年度末に比べて18億 8千5百万円

増の513億5千2百万円となりました。 

 

②当期のキャッシュ・フローの状況に関する分析 

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加による資金の減少はありましたが、税金

等調整前当期純利益および前受金の増加等により、26億9千万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により5億5千万円の支

出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の返済や、配当金の支払い等により15億 3千

8百万円の支出となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末残高に比べ5億9千9

百万円増加し、108億1千9百万円となりました。 

 

＜キャッシュ･フロー関連指標の推移＞  

 25年10月期 26年10月期 27年10月期 28年10月期 

自己資本比率（％） 70.9 70.2 71.1 70.2 

時価ベースの自己資本比率（％） 65.1 89.7 106.4 61.3 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） -  0.3  0.5 0.3 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） - 198.3  224.9 191.1 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

（注５）平成25年10月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率およびインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシュ・フ

ローがマイナスのため記載を省略しております。 
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（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主への利益還元を重要な課題の一つと考え、配当政策については、安定配当の継続を

基本とし、業績動向及び今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を総合的に考慮し決定す

る方針を採っております。 

内部留保金につきましては、研究開発投資、設備投資等企業体質の強化と将来の事業展開に向け

て効率的に活用し、企業価値の一層の増大に努めてまいります。 

また、自己株式の取得・活用を通じて株式価値の向上に資するよう努めてまいります。 

当期におきましては、上記の方針に基づき、期末配当金として 1 株当たり普通配当 7 円を予定し

ております。年間配当金は、中間配当金の 6 円を含め、1 株当たり普通配当 13 円となる予定であり

ます。 

次期の配当については、新合併会社における配当方針を考慮しながら検討してまいります。 

 

 

（4）事業等のリスク 

事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性があ

る事項には、以下のようなものがあります。 

ただし、これら事業等のリスクは、当連結会計年度末現在において判断したものであり、全てを網

羅したものではありません。 

①経済状況 

当社グループが製品販売及び原材料、商品購入している国の経済状況あるいは顧客企業の業績状況

の変化等により需要の減少、値下げ要求、購入価格の値上げが発生した場合、当社グループの経営

成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

②為替変動 

当社グループの当連結会計年度における海外売上高は、連結売上高において高い割合を占めており、

当社グループは為替相場の変動によるリスクを回避する目的で出荷時為替予約、円建輸出取引を実

施しておりますが、すべてのリスクを回避することは不可能であり、為替相場の変動は、当社グル

ープの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

③原材料価格の変動 

当社グループが使用する主要原材料は原油を基礎原料としているため、原油価格については中東情

勢・需給バランス等の様々な要因により変動しますので、原油価格の上昇に伴う原材料価格の上昇

は、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性があります。 

④研究開発 

当社グループは、新製品の上市、新技術の確立を目指して、積極的に研究開発を行っております。

当社グループの研究開発は、新農薬の合成および次世代事業の創生のための探索研究を含んでいる

ため、研究開発期間が長期化する場合があります。また、新製品の開発、新技術の確立が遅延もし

くは断念をせざるを得ない場合には、当社グループの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼ

す可能性があります。 

⑤地震等の自然災害 

当社グループの生産拠点は静岡県に集中しており、東海地震の対象地域となっております。当社グ

ループでは、地震対策として設備等の耐震構造の強化を実施しておりますが、地震が発生した場合

には、生産活動の停止および設備の破損等により、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性

があります。 
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２．経営方針 

（1）会社の経営の基本方針 
当社は、「人と自然のニーズに応え、新しい価値の創造を通じ、豊かな人間社会の実現に貢献する。」

を経営理念とし、メーカーとして社会に有益な製品を開発・生産し、これを供給することを通じて社

会貢献できるよう努めております。 

 

（2）目標とする経営指標 

当グループは、安定かつ効率的な企業成長を目指し、収益性を重視した経営を行っております。具

体的には、売上高営業利益率及び総資本営業利益率を経営の重要な指標と位置づけて、今後も企業価

値の向上に努めてまいります。 

 

（3）会社の対処すべき課題 

当社の事業の中核である農薬事業は、国内では大きな事業環境変化の中にあり、一方海外では人口

増や新興国の経済成長を背景として、農業生産の重要性がますます高まってきております。このよう

な国内外における農業および農薬事業を取り巻く環境の変化が継続する事業環境下において、当社は

クミアイ化学工業株式会社と、平成29年5月1日（予定）を効力発生日として両社が対等の精神に基

づいて合併すること（以下、「本合併」といいます。）について合意し、両社の定時株主総会において

承認されることを前提とした合併契約書を平成28年12月16日付で締結いたしました。 

本合併に向け、当社はその役割を確実に担うことで合併のシナジーが発揮できるよう以下の重点方

針のもと取り組んでまいります。 

・農薬事業における海外調達ネットワークの拡充を中心とした農薬原体・原材料等調達能力の更な

る強化に努めます。 

・化成品事業における新規事業創生と事業領域拡大を目指し、グローバル調達機能を駆使すること

で事業の最大化を図ります。 

・顧客の求める価値を実現する提案型研究開発をより推し進めてまいります。 

 

 本合併の詳細につきましては、同日に開示しております「クミアイ化学工業株式会社とイハラケミ

カル工業株式会社の合併契約締結に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基

準で連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、国際財務報告基準（IFRS）適用時期等につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に

対応していく方針であります。 
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

(6) 会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計

基準」という。）、および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以

下「事業分離等会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計

年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合

については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度

の連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、当期純利益等の表示の変更および少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年

度については連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）および事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度

の期首時点から将来にわたって適用しております。 

 当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得

または売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

区分に記載する方法に変更しております。 

 なお、当連結会計年度における連結財務諸表および１株当たり情報に与える影響額はありません。 

 

  （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

    法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備および構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

    この変更による当連結会計年度の営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微

であります。 
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（7） 表示方法の変更 

（連結貸借対照表） 

前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「前受金」は、金額的重要性が増した

ため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連

結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた2,134百

万円は、「前受金」153百万円、「その他」1,980百万円として組み替えております。 

 

  （連結キャッシュ・フロー計算書） 

    前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「前受金の

増減額」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示

方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に表示していた△143百万円は、「前受金の増減額」△3百万円、「その他」△139百万円

として組み替えております。 

 

 

（8） 追加情報 

（従業員持株会信託型ＥＳＯＰに係る会計処理） 

当社は、平成26年３月12日開催の取締役会決議により、「イハラケミカル工業グループ従業員持株会」

（以下、「持株会」といいます。）を活用し、中長期的な企業価値の向上を目的として、従業員インセンテ

ィブプラン「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」（以下、「本制度」といいます。）を導入いたしました。 

①導入の目的 

   本制度は、福利厚生の一環として、当社ならびに当社グループ会社社員（以下、「当社グループ社員」

といいます。）の安定的な財産形成を促進するにあたり、当社グループ社員の勤労意欲や会社経営への参

画意識を高め、その結果として、当社の企業価値の向上を図ることを目的としております。 

 ②本制度の概要 

   本制度は、当社が持株会に加入する従業員のうち、一定の要件を充足する者を受益者とする信託（以下、

本信託といいます。）を設定し、本信託は今後３年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株

式を借入により調達した資金で一括して取得いたします。なお、当社は本信託の当該借入に対し補償を行

います。本制度導入後、持株会による当社株式の取得は、本信託より行います。持株会による当社株式の

取得を通じ、本信託に売却益相当額が累積した場合には、これを残余財産として受益者要件を充足する当

社グループ社員に対して分配します。一方、株価の下落により本信託が借入債務を完済できなかった場合

には、当社が借入先銀行に対して残存債務を弁済します。その際、持株会に加入する当社グループ社員が

その負担を負うことはありません。 

 

  ③信託に残存する自社の株式 

    信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部
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に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末95百万

円、115千株、当連結会計年度末81百万円、98千株であります。 

  ④総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

     総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額は、前連結会計年度末88百万円、当連結会計年度末68

百万円であります。 

 

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

  「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会

計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負

債の計算に使用する法定実効税率は、従来の31.6％から平成28年11月１日に開始する連結会計年度及び平成

29年11月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.2％に、平成30年11月１

日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については30.0％に変更されております。 

この結果、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）は78百万円減少しております。法

人税等調整額は42百万円、その他有価証券評価差額金は125百万円それぞれ増加し、退職給付に係る調整累計

額は4百万円減少しております。 

 

 

 (9) 連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社グループは、有機化学工業品の製造、販売を主事業とするメーカーであり、製品及び商品の用途別に

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。したがって当社グループは製品及び商

品の用途を基礎とした事業別セグメントから構成されており「農薬事業」「化成品事業」の２つを報告セグ

メントとしております。 

「農薬事業」は、農薬原体及び農薬関連剤の製造、販売を行っております。「化成品事業」は、医薬等の

有機中間体、ウレタン用架橋剤等のアミン類、防腐剤、防臭剤等の製造、販売を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失等の金額の測定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場

実勢価格に基づいております。 
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３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成26年11月１日  至  平成27年10月31日）      

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額 

農薬事業 化成品事業 計 

売上高       
 

  外部顧客への売上高 26,887 12,790 39,678 1,452 41,131   － 41,131 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 32 32 838 871 △871 － 

計 26,887 12,823 39,711 2,291 42,002 △871 41,131 

セグメント利益 4,857 837 5,695 90 5,785 △852 4,933 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△852百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当連結会計年度（自  平成27年11月１日  至  平成28年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額 

農薬事業 化成品事業 計 

売上高       
 

  外部顧客への売上高 31,474 11,915 43,389 1,466 44,856   － 44,856 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 33 33 866 899 △899 － 

計 31,474 11,949 43,423 2,332 45,755 △899 44,856 

セグメント利益 4,077 853 4,930 42 4,973 △991 3,981 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△991百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 
(自 平成26年11月１日 
 至 平成27年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年11月１日 
 至 平成28年10月31日) 

１株当たり純資産額 992.63円 

 

  
１株当たり純資産額         1,027.84円 

１株当たり当期純利益金額 91.38円 
 

１株当たり当期純利益金額        71.71円 

    

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    ２．株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会信託型ＥＳＯＰに残存する自社の株式につ

いては、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

ります（前連結会計年度121千株、当連結会計年度106千株）。 

    また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連 

結会計年度115千株、当連結会計年度98千株）。 

     

 ３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度末 
(平成27年10月31日) 

当連結会計年度末 
(平成28年10月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 49,466 51,352  

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 3,903 4,156 

（うち非支配株主持分） （3,903) (4,156) 

普通株式に係る純資産額（百万円） 45,563 47,196 

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数（千株） 45,901 45,917 

 

４．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成26年11月１日 
 至 平成27年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年11月１日 
 至 平成28年10月31日) 

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,194 3,292 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,194 3,292 

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,896 45,910 
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（重要な後発事象） 

（合併契約締結） 

 クミアイ化学工業株式会社（以下、「クミアイ化学工業」といいます。）とイハラケミカル工業株式会社（以下、

「当社」といいます。）は、平成28年９月20日付「クミアイ化学工業株式会社とイハラケミカル工業株式会社の経

営統合に関する基本合意書締結のお知らせ」のとおり、対等の精神に基づく両社の経営統合に向けて詳細な検討と

協議を進めてまいりましたが、本日開催された両社の取締役会において、合併（以下、「本合併」といいます。）

を行うことを決議し、本日、両社の間で合併契約（以下、「本合併契約」といいます。）を締結いたしました。 

 本合併は、クミアイ化学工業については平成29年１月27日開催予定の定時株主総会において、当社については平

成29年１月24日開催予定の定時株主総会においてそれぞれ本合併契約の承認を受けること、及び関係当局の承認を

条件とした上で、平成29年５月１日を効力発生日として行う予定です。 

 なお、本合併の効力発生日（平成29年５月１日予定）に先立ち、当社の普通株式は、株式会社東京証券取引所市

場第一部において、平成29年４月26日付で上場廃止（最終売買日は平成29年４月25日）となる予定です。 

 また、本合併契約締結の詳細につきましては、本日開示いたしました「クミアイ化学工業株式会社とイハラケミ

カル工業株式会社の合併契約締結に関するお知らせ」をご参照ください。 
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５．その他 

 

（１）代表者の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）その他の役員の異動（平成29年1月24日付） 
退任予定取締役 

  取締役  上田 一誠（任期満了により） 

 

                                     以上 
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